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2006年３月に，日本耳科学会・本学会・日本耳鼻咽喉科感染症研究会の３学術団体により

｢小児急性中耳炎診療ガイドライソ」が発表された。ガイドライソ作成の背景には薬剤耐性

菌の急速な増加による中耳炎の難治化の問題がある。この増加は不適切な抗菌薬の使用が招

いたと言っても過言ではなく，抗菌薬の適正使用も含めた治療指針として今回のガイドライ

ソに対する期待は大きい。我々は2006年６月から９月にかけて北海道内12関連施設でガイ

ドライソに基づいて実際に小児中耳炎診療を行った。今回，その解析結果から明らかとなっ

たガイドライソの有効性・妥当性，ガイドライソの課題について述べた。

鼓膜スコアーが０になるまで経過を追跡することができた121症例中88例（73％）で初診

から７日以内に鼓膜スコアーが０となり，ガイドライソに則った治療成績は概ね良好であっ

た。一方，ガイドライソを実際に使用した医師からは一部記述にわかりづらい部分がある

点，今回のガイドライソが難治例を対象としていない点，鼓膜スコア－０は治癒を意味しな

い点などの課題が指摘された。
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｢小児急性中耳炎診療ガイドライン」の妥当性と課題

はじ めに

－４９－、

菌の薬剤耐性化がその大きな原因として指摘さ

れてきた。従って，本ガイドライソは適正な抗

菌薬使用法の普及に貢献するという大きな目的

を持って作成された。本シソボジウムでは実地

臨床で一般の耳鼻咽喉科医が本ガイドラインを

使用した結果からガイドライソの妥当性と課題

を論じた。

耳鼻咽喉科医にとって日常診療で最も多く遭

遇する疾患の一つである小児急性中耳炎の治癒

遷延化，反復化などの難治化は患者，医師双方

にとって大きな問題である。この，難治化には

様々な因子の関与が指摘されているが，中耳炎

2006年３月，日本耳科学会，日本小児耳鼻

咽喉科学会，日本耳鼻咽喉科感染症研究会から

｢小児急性中耳炎診療ガイドライソ｣')が正式に

発表された。本ガイドライソの大きな特徴は，

①治療法の推奨はエビデソスに基づいている，

②重症度別の治療選択を推奨している，③重症

度の決定に臨床所見の承ならず鼓膜所見を重視

している，④選択抗菌薬はペニシリソ系を中心

とし，鼓膜切開も治療の選択枝に加えている点

である。近年，我が国において小児急性中耳炎

の難治化が深刻化し，不適切な抗菌薬使用，特

にセフェム系抗菌薬の乱用が招いた中耳炎起炎

1．ガイドラインが生まれた背景
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